西海市長　　様
誓　　約　　書
　西海市空家活用移住定住促進事業補助金の交付を受けるに当たり、下記について誓約いたします。
１．私は、西海市の住民として５年以上定住する意思をもって居住することを誓約します。

２．私及び同居者は、暴力団員ではなく、また、暴力団員と密接な関係を持っていません。

３．私は、住宅の存する行政区の自治会に加入することを誓約します。
この誓約に違反したとき、又は申請の内容に虚偽があったときは、西海市空家活用移住定住促進事業補助金交付要綱第18条及び第19条の規定により、西海市から受けた補助金の一部、または全部を直ちに返還します。　
令和　　年　　月　　日
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
	


【西海市空家活用移住定住促進事業補助金交付要綱　抜粋】
（交付決定の取消し）
第18条　市長は、補助決定者が次の各号のいずれかに該当する場合は、補助金の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。ただし、市長がやむを得ない事由があると認める場合は、この限りでない。
(１)　補助対象工事を取り止めたとき。
(２)　虚偽その他不正な手段により補助金の交付決定を受けたとき。
(３)　補助金の交付日から５年未満で、当該事業により改修を行った対象空家（以下「対象住宅」という。）を取り壊し、又は売却したとき。
(４)　補助金の交付を受けた日（以下「交付日」という。）から５年未満で対象住宅に居住する者が転出又は転居したとき。ただし、対象住宅を空き家情報バンクに賃貸物件として登録した場合、又は引き続き賃貸物件として活用する場合は除く。
(５)　交付決定日の属する年度の翌年度の５月までに対象住宅に居住しないとき。
(６)　前各号に掲げるもののほか、この告示の規定に違反したとき。
（補助金の返還）
第19条　市長は、前条の規定により補助金の交付決定を取り消した場合において、その取消しに係る補助金を既に交付しているときは、当該補助金の交付を受けた補助決定者に対して、期限を定めて補助金の全部又は一部の返還を命ずることができる。この場合において、返還を求める補助金の金額は、別表に定めるとおりとする。
　　・別表（第19条関係）
	交付決定日からの経過年数
	返還を求める金額（千円未満切捨て）

	１年未満
	交付額の全額

	１年以上２年未満
	交付額の10分の８の額

	２年以上３年未満
	交付額の10分の６の額

	３年以上４年未満
	交付額の10分の４の額

	４年以上５年未満
	交付額の10分の2の額


